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J
n
b
生
き
が
い
441J
b
秒
、
み
訴
事

J
f
で
.時ι
一一0
・・
4
h
一日

JE
--
A
w
h

一z
M
L川、
しど
誌
に
L
Y
-
-
;¥
，一時、
一

み

ん

な

の

手

で

農
業
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
で

税
制
や
そ
の
他
に
も
有
利

燥
地
移
動
地
正
化
あ
っ
せ
ん
基
地
が
は
、
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
口
う
場
合、

脱

こ
の
ほ
ど

一
部
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

林
漁
業
金
融
公
庫
内
取
得
資
金
(
利
率

良
家
の
皆
さ
ん
が
州民
地
の
売
買
に

あ

=

一
・
五
%
、
二
十
五
年
償
還
)
を
使
先

た
っ
て
は
、
応
業
委

U
会
に
申
し
出
て

的
に
借
受
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
今
皮
肉
改
正
で
は
、

こ
と
が
最
も
過
切
で
有
利
な
方
法
で

す

。

営

践

に

立
欲
と
能
力
の
あ
る
口
い
受

皆
さ
ん
が
民
業
経
JU
円
安
定
と
向
上
け
希
望
者
に
つ
い
て
、
あ
っ
せ
ん
候
補

を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ず
総
包
地
を
拡
者
名
簿
に
登
録
す
る
。

大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

登

録

の

方
法
は
、
本
人
的
申
し
出
又

こ
の
た
め
拠
地
円
売
口
が
経
営
規
棋
は
農
業
委
一
民
会
的
日
常
活
動
に
よ
リ
は

の
拡
大

路
地
の
集
団
化
な
ど
に
役
だ
保
す
る
。
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
が
、

つ
よ
う

「民
地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
燥
地
内
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、
是
非
良

事
業
」
を
実
施
し

て

い

ま

す

。

業

委

只

又

は

農

業

委

一民
会
事
務
局
(
町

こ
の
事
業
は
、
内
同
地
を
先
り
た
い
民
セ
ン
タ

内
)
に
お
問
い
合
わ
せ
下

あ
る
い
は
口
い
た
い
と
い
う
人
が
、
燥
さ
い
。

業
委
只
会
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
.

委
民
会
が
迎
当
な
…
H
い
手
売
り
手
を

決
め
て
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
売

口
を
す
る
と
次
の
よ
つ
な
巴
忠
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
税
金
の
関
係
で
は
、
あ
っ
せ

ん
に
よ
り
農
地
を
売
る
と
、
譲
渡
所
得

税
の
計
幻
で
、
五
百
万
円
的
特
別
役
除

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
っ
せ
ん
に
よ

り
陸
地
を
口
っ
た
場
合
に
は
、
登
録
免

許
税
率
が
千
分
の
五
十
か
ら
千
分
の
六

に
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
不
動
産
取
制
付
税

の
課
税
制
も
価
格
的
三
分
の

一
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

次
に
、

民
地
取
仰
の
資
金
に
つ
い
て

九
月
十
』
日
は

「敬
之
内
日
」

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
木
年
に
わ
た

っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

長
野
を
む
か
句
お
祝
い
す
る
と
と
も
に

今
後
も
今
固
ま
で
っ
ち
か
っ
て
き
た
知

識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
お

4
5リ
内
生

き
が
い
に
主
る
と
同
時
に
、
世
代
を
越

え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

ン
ョ
ン
の

場
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
共

に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

お
年
寄

敬
老
金

町
で
は
毎
年
、
八
十
歳
以
上
の
お
年

時
り
の
長
舟
を
祝
い
励
ま
そ
う

i
と、

敬
老
町
田
を
記
念
し
て
町
長
、
助
役
ら

が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
は
日
進
の
一
賞
品
勝
凶
郎
さ
ん
が

九
十
九
段
で
町
内

一
町
長
舟
者
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
日
訪
問
し
た
八
十
八
歳
以
上
の

三
十
二
人
に
は
町
民
か
ら

一
万
二
千
同

八
十
歳
以
上
i
八
十
七
歳
ま
で
の
百
二

十
八
人
に
は
六
千
円
の
敬
老
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

八
十
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
次
的

方
々
で
す
。
(
敬
称
略
年
齢
順
)

v
以
内
川
勝
四
郎

(日
進
的
歳
)
ホ
列
盟

次
郎
(
本
町
e
m
四
歳
)
日
下
ち
さ
と
(
御

山路

・
弼
歳
)
村
端
ち
土
(
花
石
・間四
歳
)

山
北
彦
十
郎

(栄
町

・
巾出歳
)
川
畑
と

み
(
松
川

・
包
蔵
)
片山V
引
な
を
(花
石

川出歳
)
矢
内
7
サ
ヨ

(日
の
出
町

田

歳
)
政
代
つ
ね
(
八
東
開
歳
)
大
企

1) 

の
役
割
分
担
を
決
め
る

お
年
寄
り
に
生
き
が
い
を

便
秘
は
治
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
農
家
の
で
き
こ
と
。
内牌
繁
期

で
ネ
コ
の
手
も
附
川
ソ
た
い

ほ
ど
の
忙
し

い
と
き
‘
そ
の
家
の
老
人
は
何
か
の
役

に
立
ち
た
い
と
閏
ん
ぽ
に
出
て
行
っ
た

円
で
す
が
、
「
邪
腿
に
な
る
か
ら
、
引
込

ん
で
い
て
」
と
い
わ
れ
、
明
く
る
朝
、

自
殺
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
何
も
し
な
い
で
‘

ジ
y
卜
し
て
い

れ
ば
い
い
の
よ
」
と
い
う
哲
哉
ぐ
ら
い

お
年
寄
り
に
と
っ
て
残
酷
な
言
葉
は
あ

り
ま
せ
ん
。

山地
治

(昭
和
問

-m歳
)
安
藤
テ
ル
(神

丘
・
叩
議
)
笹
田
キ
ク
(
八
幡
町

田

歳
)
加
藤
コ
ウ

(花
石
田
歳
)
田
中

多
助
(
白
石

・
何
歳
)
桝
岡
山
且
(
樋
川
-

m歳
)
下
本
友

一
(御
彬

・
的
成
)
庄

田
胤
富
(
昭
和
町

・
回
歳
)
女
屋
儀
八

(本
町

-m歳
)
波
辺
と
み
(
住
吉

的
成
)
楠
原
そ
よ

(八

東

約
成
)
白

山
ゃ
い
(鈴
問

・
的
歳
)
佐
藤
っ
か
(八

幡
町

・
田
歳
)
安
部
す
主
(
栄
町
・

四

歳
)
水
泡
ツ
ネ

(花
石
部
政
)
白
山

き
く
(旭
町

総

歳

)小
沼
野
春
蔵
(
旭

町

・
拙
歳
)三一
向
憐
松

(八
幡
町
・
朗

歳
)
須
閏
石
五
郎

(金
原

・
mm
歳
)
境

問
毘
左
ェ
門

(繰
川

・
∞∞歳
)
川
崎

ハ

ル
コ
(
神
丘

。
回
歳
)
束
条
利
夫

(
花

石

田

歳

)家
庭
で

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
.
毎
朝
掃
除
を
す

る
こ
と
が
、
家
庭
内
中
で
の
自
分
の
役

制
と
考
え
、
何
よ
り
の
生
き
が
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
~。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
お
嫁
さ
ん
が
「
そ

ん
な
こ
と
し
な
く
て
い
い
町
」
と
抑

除
機
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
そ
の
日

か
ら
‘
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
強
度
の
便
秘

に
悩
ま
さ
れ
、
と
ヲ
と
う
一寝
こ
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
.

そ
れ
が
、
ま
た
掃
除
を
さ
せ
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
う
そ
の
よ
う
に

税

マ
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
控
除

(六
五
歳
以
上
で
年
間
所
得

一
千

万
円
以
下
町
場
合
。
)

-
老
齢
者
控
除

年
間
所
得
的
中
か
ら
基
礎
控
除

扶
強
位
除
な
ど
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に

二
十
三
万
円
を
老
年
者
控
除
と
し
て

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
老
年
者
年
金
特
別
控
除

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
場
合

は
‘
老
年
者
年
金
特
別
控
除
七
十
八

万
同
を
年
金
な
ど
の
収
入
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
収
入
が
公
的
年
金
や

4) 

刊
月
刊
日

i
m
巴

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

「
自
分
の
年
金
は、

ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
」

「近
く
の
逃
路
が
こ
わ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
の
に
I
l
l
l
L

あ
な
た
は
、
毎
日
の
叶
枯
ら
し
の
中
で

こ
ん
な
疑
問
や
一
公
刊
盟
意
見
.
管
制
を
抱

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声

を
一
つ
一
つ
聞
き
、
問
題
を
解
決
し
た

り
行
政
運
営
の
改
普
に
反
映
さ
せ
る

の
が

「行
政
相
談
」
で
す
。

♂
行
政
」
を
ひ
と
言
で
説
明
し
ま
す

と、
「国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ
て
よ
い
で
L

F

ふ、「，。行
政
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活

と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
密
接
に
か
か
わ

っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
使
雑

・
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
.

同
時
に
‘
住
民
の
み
な
さ
ん
円
行
政

に
求
め
る
期
待
も
多
方
面
に
わ
た
り

苦
情
等
内
側
数
は
年
々
地
え
て
き
て
い

る
の
が
史
的
で
す
。

畠
Ft
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行
政
省
理
庁
で
受
け
付
け
た
昨
年
内

行
政
相
践
例
数
は
、
約
十
七
万
件
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
も
各
甑

年
金
の
照
会
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
施

策
に
対
す
る
疑
問
や
交
通
問
題
に
つ
い

て
の
刑
事
国
、
立
弘
、
税
金
に
対
す
る
苦

悩
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
判
的
や
要
望
、
定
見
に
こ

た
え
、
同
時
に
行
政
巡
合
に
反
映
さ
せ

る

「行
政
相
談
」
は
、
明
目
的
明
る
い

社
会
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の

nm
て
ア

と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
.

今
年
も
十
月
十
四
日
か
ら
「
行
政
相

賊
辺
一附
」
が
始
ま
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
以
は
日
ご
ろ
か
旬
、
自

宅
で
相
談
に
応
じ
た
り
、
定
一則
的
に
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

こ
の
期
間
中
は
合
同
行
政
相
談
所
を
刷

〈
な
ど
相
談
活
動
を
よ
り
活
発
に
行
‘
ヲ

ほ
か
、
交
通
不
便
な
地
域
的
方
々
に
は
、

巡
回
相
談
所
を
向
く
な
ど
の
使
μ
』
乞
は

か
り
ま
す
。

相
談
は
、
直
接
口
頭
で
な
さ
る
こ
と

を
お
納
め
し
ま
す
が
、
手
紙
や
屯
話
で

で
も
結
榊
で
す
。

相
談
さ
れ
る
方
向
お
名
前
や
相
政
内

容
に
つ
い
て
は

秘
密
を
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
巾
し
出
く
だ
さ
い
。

恩
給
だ
け
の
場
合
‘
老
年
者
年
金
特

別
控
除
七
十
八
万
円
、
給
与
所
得
控

除
五
十
万
円
、
老
年
者
控
除
二
十
三

万
円
、
基
礎
佳
除
二
十
九
万
円
内
合

計
百
八
十
万
円
ま
で
な
ら
ば
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
a

守
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
受

け
ら
れ
る
控
除

七
十
歳
以
上
で
、
年
間
所
得
が
一

定
額
以
下
の
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て

い
る
場
合
は
、

配
偶
者
控
除
や
扶
旋

控
除
が
通
常
の
二
十
九
万
よ
り
多
い

三
十
五
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
お
年
寄
り
が
父
母

・
祖
父
母
な

ど
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
五
方
向
追
加

し
て
四
十
万
円
円
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

( 2 1 

の
け
者
に
さ
れ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

自
分
は
役
立
つ
存
在
で
あ
る
と
い
う
自

信
と
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
れ
る

と
い
う
気
負
い
が
、
日
々
お
年
寄
り
の

心
の
張
り
、
生
き
る
パ
ネ
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
.

家
庭
で
は
、
お
年
寄
り
の
役
割
分
担

を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
年
寄

り
は
自
分
の
役
制
を
辿
し
て
、
家
族
と

の
按
点
を
も
ち
、
生
き
が
い
を
見
い
だ

し
て
い
く
の
で
す
。

今
年
も
十
月

一
日
か
ら
‘
赤
い
羽
根

町
寸
共
同
募
金
蓮
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
巡
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い

判
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生
活
の
向
上

を
は
か
る
な
ど
の
稲
祉
活
動
的
資
金
を

集
め
る
も
の
で
す
。

昨
年
、
本
町
で
は
戸
別
募
金
六
十
万

一
千
二
百
五
円
、
大
口
募
金
十
四
万
七

千
三
百
円、

街
~
山
拡
金
孟
万
=
芋
九
百

四
十
五
同
が
集
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
み
て
も
、
よ
り

よ
い
招
祉
を
め
ざ
す
に
は
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

中
央
共
同
募
金
で
は
、
全
く
新
た
な

使
命
感
の
も
と
昭
和
五
十
三
年
度
を
初

年
度
と
し
て
十
年
後
に
は
国
民

一
人
あ

た
り

一
千
円、

一
世
帯
あ
た
り
三
千
円

総
額
一
千
億
円
位
を
め
さ
し
て
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
.

( 3 1 



て町民体育祭つ

八束チーム優勝を飾る

怒
夫
に
恵
ま
れ
定
八
月
二
十
六
日
、

町
体
育
協
会
、
町
内
部
落
連
合
会
共
催

の
第
二
十
五
田
町
民
依
育
祭
ガ
舎
金
中

学
筏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
磁
大
巳
開
ガ
れ
ま

し
だ
。朝

早
く
か
ら
町
内
会
ご
と
に
テ
ン
ト

ガ
彊
ら
れ
、
各
チ
ー
ム
の
陣
営
は
家
康

ぐ
る
み
の
出
場
で
熱
気
ガ
い
っ
ぱ
い
。

こ
と
し
は
、
二
十
三
チ
ム
ガ
拳
加

し
、
二
千
人
を
越
え
る
大
選
手
団
ガ
ス

ポ
ー
ツ
を
喝
し
て
友
和
を
ほ
か
る
こ
と

を
目
的
巳
一
日
を
楽
し
み
ま
し
だ
。
東

-

開
会
式
の
あ
と
小
量
生
単
一年
期
笹
観

定

8
6
2
q
i
lト
.
邑
FllbhE-RHυ

じ
と
目
指
り
昌
司
自
に
珊
瞳
事
圃
り
広

げ
、
蹟
終
の
年
齢
印
刷
リ
レ
ー
に
は
み
川
は

な
総
立
ち
で
応
媛
、
会
掘
は
「
そ
れ

F

E

け，
r

ケ
ツ
パ
レ
」
と
拍
手
と
大
歓
声
ガ

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し
ま

レ
だ
。
総
合
得
点
の
結
果
、
包
藩
予
選

ま
で
実
施
し
定
八
東
チ
ー
ム
巳
ガ
い
取

ガ
あ
ガ
り
準
優
勝
は
金
原
チ
ー
ム
、
三

位
は
本
町
・
四
位
は
橿
川
チ
ー
ム
、
五

位
南
町
、
六
位
は
末
広
町
で
し
だ
。

家族そろ

ゴール寸前 〆追いこみの 3人 4脚
4‘ 

「ゴ ルは近いぞj 浅野内匠守 リレー

ロ品 η物 入 ηで応援の今金農村チーム

-奥さんガンバレ.

(4 ) 

司眼 件
楳林止合監情.." 現行 制度

.. '"区分
斑官補助車 提賀補助耶

I到地比向保体施，.計画陪安体 等 ，， % <0% 

人口休 同地作
保体地震計 画 f属 人〉 <0% l2% 

その他 32% 補助対車外

御広大日置休 ，，% -40-68% 

天蛇件改良 " % <0% 

"民 " 問地民I司碍林崎君計画保安林帯 6 0% 40% 

(;'.1111:) 
高 川 崎 震 計画(属 人 ) 52% 補助対最外

そ の 他 -40% 補助片車外

b欄間即今金町平今金今金町轟林組合 (..②ー0045)

一一
森林総合整備事揖においては、助成が強化さ

れる二とになっています。

森林総合強制illJ;.業 に お い て は 、 再 造 林 拡 大

造林天脱林改良、保有 (下刈、除 HU伐)及

びこれ均的:lJl.:$に附帯する作業路開設のすべて

を補助的対 卑にするとともに、保有 林令を25年

生 まで引き上げることになりました。

①森林総合強制1m;.業についてのお!日1い合せは、

下記の所にご述耕矧います.

b漸棚利l今金町三I今金今金町役場農林課 (宮 ② 0111 ) 

(幼児レース)ホきあいくぞ'お菓子の大ドのどこだ。

ー

... 

石油等の違法貯蔵はしていませんかグ

今年に入ってか句、原油価格が 1月 4月内引上げに続き 6月町oP EC(石

油輸出国機締)の総会で、さらに大幅に引上げ句れました。

こ円ためか灯油軽illl等の品不足 値上りによ って規定以上向貯蔵がされます

と、災5，!;.ll:¥.般を招ねくばか りでなく法によってitijせ勺札ます.鈴 7111所帯同日 HM

休業により来H]III等に予備棉料を梢 載Lて走行する場合も干恕されますが、収

納容椋は鋼鉄製町ドラムと同等以上向構造を有する、官封 Lた容~~に恨納する
ことが必要です. 従って.石油新(18e )、ポ リ谷保等は認め句れません。

詳しいlJ;.は今金消防支特 (包括 2-0519)でおたずねください。

( 5 ) 



『

姐 ナ 町敬三ζ町.XC'見71距望 . 生括的厨~-~どTお掛せ〈ださい口口町民ひろば

全道林野火災予防

ポスターコンクール

議選お方篇妄菩

今
年
度
は
全
道
応
募
作
品
一
千
三
百

ム
一
八
十
六
市

(小
学
校
九
百
八
点
、
中
学

ご
一
校
四
百
七
十
八
占
)
で
、
こ
の
中
か
句

吋
一
準
装
に
伐
っ
た
も
の
が
、
小
学
校
凶

h
一十
士
吉
、
中
学
校
三
十
七
占
の
作
品
を

同
一
対
象
と
し
て
、
小
学
生
三
人
、
中
学
生

口一

三
人
的
計
六
人
に
贈
ら
れ
た
も
の
。

泊
一
吉
田
君
は
道
内
か
ら
中
ザ
校
内
部
で
慌

型

秀
賞
、
地
雨
脚
明
美
さ
ん
は
佳
作
賞
で
上

川
一
位
を
占
め
ま
し
た
・

一相
一
小
学
校
の
部
で
藤
森
理
恵
ち
ゃ
ん
は

ロ おしらせ ロロロ 広報 ロロ ぉ Lらせ ロロロ 広報 口口 お Lらせ 口口口 広 報 ロロ おしらせ ロ ロ

UW1 
- V4b  t 

、、わガ家のアイド)1/'

稲船勝衛さんの二男(大和町)
ャH

;Jこちゃん 1日 6 羽生皐川

お 兄ちゃ んには白けていられ

ない r
ぽくも元気いっぱい遊んでま

す。

ほら Fま っ 県 でLょF

写真幕草中 3故までのお子

さんの日常的スナァプ写真

を お 得 せ下さい. 企画課広報係

__.J 

佳
作
貨
を
受
賞
し
ま
し
た
。

伝
述
式
に
は
向
山
崎
相
山
支
庁
長
が
中

里
小
中
学
校
に
来
校
し
、
森
林
に
固
ま

れ
た
環
境
の
中
で
拙
い
た
作
品
が
認
め

ら
れ
た
と
、
お
喜
び
の
言
梨
が
あ
り
、

佐
竹
校
長
は
名
社
あ
る
附
れ
の
受
賞
に

こ
れ
か
ら
も
環
境
作
り
に
精
進
し
た
い

と
述
べ
ら
れ
、
生
徒
と
も
ど
も
事
び
を

明
日
に
か
け

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し

て
い
ま
し
た
。

7コな

ゲ主
ゾ重量
コi上
観光土im品 問 肥 出 版

4 ; <7);tt;i!.:II' I .1 ~.1吋鋭丸 t 時品公片町1<; 1協~会
Id! AIil';Vl偲過崎町品 川f.1o(<')""'-，で"
旅行や出賓の標、その土処主泡の可，..を、

"エ霊園に買い家ぬる町Z摘 しいもので可.
ところで、脹から反って、いざ包援を解い

てみると‘外見刀'::lielD1.1BfJいように密"
の震を砂嬰以上によ111"も匁〈戸ゲゾコ〉や
タマネギでもあるgいに妓."こも円獲レてあ
っ疋り〈十二m_じゅうじひとえ〉 忽ど
というご鐙腕怠ありまtさん刀.
こうレ定磁密を忽〈可定め'限界で降、..図

表示忘年に霞づき、公正限弓瞳員会の協定を受
11て、r観光主遅昂の表示仁関寄る公正賜ftlll
約J をつくり、決のよう8続制をしてい"写.

【t1 /I!.) 

食届煩の眼光主慶節
〔過大包慢の銚止】

戸ゲソコや+二飢のま刀、'"のよう匁通大
包獲を扶広してい~可.

ガクプチz円否切の保，，0:閣僚そ厄えて、
百種忽ど巳額級炊のフチ取りモし疋もの.

メガ*-'1'ガ見える極分巳1"11食Ii¥を入!1、
それが自回全隊記入っているかのように見位
。ηるも品.
ア〆コ=円笥吻の伊煩の隈隈を飽えてセ口

フPン右京どを密"巳つめこみ、食函111"<さ
ん^っているように畏t宝刀け定もの.

〔虚偽や拘大な襲朱の様止]
例えぽ貨でも患いのに貨である11のよう

忽表示をしEり、冨白庁、 初柱、他聞匂ど11
P峰哀している刀のように恩わ包る表示を可る

ことを銚"'してい"".. 
【必ず表来する もの〕
6晒1i\8②裂遁興~8~喪定"'限四Jl\省名お

'"υ住所③盤・2安定I~a;旗@盟造年同s"，竺
，.保存期間⑤原旬開
こうし疋規約に翠づいて幾界の突纏朗聞で

ある観光主産Iil'''正取弓帽級会ガ奮晋をし
倉崎し疋ものにId:rl2.定嵯J ガ表示されてい
彦す@観光ゴtÆf~ C食箇〉を買うと雪辱、c.. 

定"，のマークをいき安 底値かぬましょう.

(6) 

消賢者とマク

消費生活だより

固
感
謝
し
ま
す
固

圃
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出
し

マ
大
念
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
の
里
学
問
に
、

三
千
円
を

小
百
合
保
育
園
に
、
笠
舟
図
に
五
千
円

西
瓜
四
個
.
ジ
ュ
ー
ス

(
一
立
)
十
本
。

マ
今
金
町
背
年
団
体
連
絡
協
議
会

(代

表
中
野
公
郎
さ
ん
)
が
チ
ャ
リ
テ
ィ

l

y
ョ
ウ
の
益
金
阻
千
四
百
円
を
光
町
皇

学
園
に
、
同
円
会
何
一
号
持
図
へ
。

マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

光
の
里
学
聞
に
三
千
円
、
小
百
合
保
有

国
へ
三
千
円
。
マ
坂
上
ハ
ナ
さ
ん

(北

槍
山
町
丹
羽
)
か
ら

一
万
円
砂
金
帝
国

ヘ
マ
ト
マ
ン
ケ
シ
婦
人
会

(代
表
斉
藤

サ
ダ
さ
と
か
ら

一
万
円
を
一以
寿
国
ヘ

マ
岸
忠
霊
さ
ん

(央
非
)
伊
藤
忠
雄
さ

ん
(
大
和
町
)
か
ら
や
つ
め
、
百
匹
。

マ
白
石
光
容
さ
ん
(
東
町
)
か
ら
自
転

車

(中
古
)
大
人
用
二
台、

小
中
入
用

三
台
、
空
気
入
れ

一
丁
光
の
星
学
園
へ

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
・

官② o2 2 1 

宮'@53 2 1 

"ある 日σ〉あなた仰 If点をさしあ 'f ま-~.

.職難酬韓生を募集

~U肺蛇合刈等開業訓帥位では日年1宜的訓

t東せを，人により 拡mしていま す.

t，J11紙!Tf8 間械配官 同造物鉄」こ

1位以工 "，木工 吻袋Hで開業転候訓制I

X叫が.'1 日等;/{!f，lが 2JI'_です.

b入院資格 段組救γf陪了以上町中力会有

ずる 人で 身体1!1他、立北嶋田なる人.

b入校千枕 公共制定安定所にある世間を

日 午 H FJ I 臼かり 55A~ 1 Jl31日までに本

位又は職業苦定所に拠出向ことi
・遜身体障害者職鍵酬輯生募集

<t出国身体開 e与i¥職業訓組出 (砂川市}

では次によリ刷僻生を募集しています.

f>'fc柿身体附告者で陣世町並状が回定

して必リ 閣制に耐えることができる人.

b 馴制1'/'内特典訓脚畳湯川IJII]中は 月間

7 JJ円四皮肉酬蹄手当カ'.:!t:fuされます.

c>暗lV 入崎中町担業料や敏1mはカカリ

ません.

!> I!}IJ醐 HEI( 1年) 洋服H20名製〈つ

科J5名‘屯チ慌時+415 名、桂.f'Il~J '時fHO名
拙l/;製図H20名時間博理科20名印刷

伎倫iH20:;弘、洋裁H20名、粧印刷件20名、

木村工芸!:!I!20名.

b入位 B 昭和551/:'4月上旬

家
族
ぐ
る
み
の
健
康
管
理
を
め
ざ
し
て

家
庭
内
主
締
町
立
場
か・
旬、

毎
日
の
生
活
に
関
係
し
た
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し

よ
う
と
鈴
阿
婦
人
会
で
は
、
毎

月

一
回
鈴
問
会
館
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

野
良
仕
事
的
合
附
を
み
て
勉

⑨③⑧⑧ 
会
議
は
何
か
を
決
め
る
た
め
の
話
し

合
い
で
す
か
旬
、
単
な
る
お
し
ゃ

べ
り

の
交
換
と
巡
っ
て
、

出
席
者
は
会
議
の

目
的
に
そ
っ
た
発
言
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
要
領
の
よ
い
話
し
方
が
期
待

さ
れ
る
と
と
も
に
、

他
人
的
意
見
に
対

し
て
も
良
い
聞
き
手
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

一
人
で
あ
ま
り
長

々
と
芯
比
を
述
べ
る

の
も
問
題
で
す
が
、

人
の
節
手
中
途
で
さ

え
ぎ
っ
た
り
、
ま
ぜ

返
し
た
り
す
る
の
も

感
心
し
ま
せ
ん
。
よ

く
、
二
人
が
同
時
に

発
言
し
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
.
そ
っ

|会議での話し方 |

清
掃
指
導
員
に

渡

芳

雄

さ

ん

北
部
柏
山
衛
生
セ
ン
タ
組
合
で
、

九
月
よ
リ
委
嘱
し

て
お
り
ま
す
出
掛

指
噂
以
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

役場町窓口へどうぞ

町では lu近の石油不足情勢を巧慮し

同工観光明商工観光係に ・家庭川女J'ilおあつ

旋相品所同窓口'を誼けましたのでζ 判則

< f!さ、、

。はカ町町村カら転入したが灯油を占

って むらえない.

。斬しい家出をむ勺たカ吹filhを必曹とする

そ町はか 灯抽町二二とで必mりの人"必

川主に Jご相談〈だき、'.'".i/i (②ー 創 ll~け
でも帖間です.

・冗童手当の一部が改正さ れます。

家庭に釘ける生活円安正に市与するとと

もに、近代町任会を担う児f宜的随全な育成

AびfH'(内向上に資するニとを口的として

液務教育終了 jjij的見1涯を含む 18地ぷ捕の児

1憶を 3八以上義行している世併に吋し 3 

人円以帥 l人につき 町民刷所叫抑制課税

世情についてはH制 5千問 町民和i~肘ゆ抑

制JI'~官制世帯については川間 6 下川町児宜

乎当が支給されていますが.法改正によリ

10/-1 1日か句町民組冊叫抑制現時縦訓l，i!t僻

民ついてどけ現行 6千円が6千 5n円に引

き」げ句れます.

~野犬 掃 とう はじまる，-一一「

-{， ~17 a- 12~31 a r 
い tなし 飼いの犬は、 I 

'-ーーー一 野犬とみなし、担分されますd

1(~年今金町て寸志、野犬iニカま札たリ 、 省広

一市が殺された り‘醐を荒されたり、多〈 内

儀容がfれています. この野犬市と うは、 9

JI L 7日か句12月31日まで 今金町会暗にわ

た勺て災施されます.

この捌川、滋 しか恥・にしてある伺い犬も

すべて野犬とみな し処分されること がありま

ます円で 愛犬家内"々は他人的迷出になら

均むいよ?に つないでお〈かお 。)町中に

入札て飼って下さも、.

・10月白当番匡

211:/ 今fP:町田保制院

28日 北倫山町回出掛院

c>得出合金H併出合に人世

なj; 人位押な明者向ために，:$lL!lJ会fえu'訓

制['1:汲jl8l:tt削減に応じています円て!、 くわ

しくは批 6作りの公共職業安定所カ本位 (01

255 21"j2774 j引へおたすね〈だき、、

・昭和制年度後糊役時植定を実施

本 '1出後ltJJU能帳定的丑検qlpflを楠山;，:

Ij'i刻て労働凍て'下J己的と Jj'J受付します.

T':2f.j'QI，:i!lUJlII!lu}j A II-¥Of] 19Uまで雌

iグ〉こと.

t> '.'l駒 11 1 •1'1， 11"は楠山」芝.，商工労働油付に陥什

1>'.1:験中山には'，/X{.(n曲.i![免，11川刊皮肉

組柿) が必弘~o

bその他洋酬は-;U..;，r，-iJ: I":~ (②I"j-LOIQ得

内線312)へ)l1Ji，.、合せ 1さい.

.郵便前会月岡田実施

郵政符ではIOrJを 「悶かむ〈 均し と臼み

よい社会をつ〈る郵便貯金HtllJJ として、

10月 1Hか句31日まで町 I'r H fIIJ 郵出貯

金が問易で師夫な貯イ黙の予ほと して国民的

続前生前町安定に従与しているニとを叫げ

雄助を推進Lております.

郵似貯金円筒泌は、 fj二志向拙世、生前四

績の戦闘 中小企業、農林漁業円近代化

道路怯辺町拙註文教地設内拡充などμ:
くつかわれております.

め まくるしい畦間環境問中で祢均しと住

みよい社会を集いてい〈う えで、""使貯金

内"*たす位制 'im~放となってきております

町でご協力を必闘いします.

・町民センターの図書由利用命

町民セ νターl罰昨室では、'J!イ'10".543f11t 

(一世図暫3. 4 05、児童図{~~ 1.138冊)円各

組国件をとりそろえてお り、町民的皆さん

の利則に供して必ります.

貸し，'1，¥し町制聞は 附が2週t:Ilです. ど

なた も、お坑畿にこ利JJJして下さい.

Ol"tし111し則UIl 2週川以内

。貸し出し時間 午後 l時か句 5時まで

0休 日持週月 RM日 昨日 、勾末、年始
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廻
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片
寄
っ

た
食
事
に
な

り
が
ち
、
そ
こ
で
少
し
で
も
自
分

た
ち
の
手
で
創
意
工
夫
す
る
の
も

賢
い
主
婦
、

と
の
発
想
か
ら
、
他

時
間
首
理
親
睦
を
か
ね
て
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

室

現
在
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員
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老
若
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わ
ず
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教

三
十
三
人
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図
的
勉
強
会
が

理
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ち
ど
お
し
い
よ
う
で
す
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先
般
の
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子
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々
の
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方
に
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つ
い
て
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活
改
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普
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的
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京
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子
き
ん
を
講
師
に
招
き
い
ろ
い
ろ

人

勉
強
し
ま
し
た
が
、
工
夫
を
凝
ら

婦

し
て
料
理
す
る
こ
と
が
な
外
に
む

岡

ず
か
し
い
も
の
で
す
ね
と
会
貝

鈴

一
同
話
し
合
っ
て
お
り
ま
し
た
.
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ト
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が
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域
的
方
々
、
業
者
、
町
並
び
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組
合
と
の
述
給
制
強
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図
り
環
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め
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こ
と
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。

ご
み
は
指
定
さ
れ
た
州
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め
ら
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た
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し
ま
し
ょ
う
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